
HOWS講師一覧
〈文化 ･芸術 ･思想〉
秋葉　裕一（早稲田大学教授・ブレヒト研究者）
浅野　健一（ジャーナリスト・元同志社大学教授）
渥美　　博（編集者）
雨宮　処凛（作家）
天羽　憲治（日本音楽協議会元事務局長　　

全逓全国音楽協議会元事務局長）
荒井　晴彦（脚本家・映画監督）
荒川　源吾
粟津　ケン

（歌人、元古河雨竜労組文学サークル）
（デザイナー）

五十嵐　彰（慶応義塾大学非常勤講師）
石川　逸子（詩人）
石橋　正孝（文芸評論家）
井土　紀州（脚本家・映画監督）
井野　茂雄（文化活動家）
井野　博満（金属材料学 ･原子力問題 ･環境問題）
井上　　修（ビデオクリエイター）
今中　哲二（京都大学原子炉実験所助教）
梅田　正己（高文研・前代表、書籍編集者、歴史研究者）
大西　赤人（作家）
岡本　有佳（編集者）
及部　克人（武蔵野美大名誉教授・デザイン）
金山　明子（画家）
金山　政紀（画家）
鎌田　哲哉（『重力』編集会議）
木村　文洋（映画監督）
金　哲　央（国際高麗学会理事、哲学博士）
熊本　一規（明治学院大学教授）
楜沢　　健（文芸評論家）
粉川　哲夫（メディア論）
小松　厚子（編集者・群読）
斎藤　貴男（評論家・ルポライター）
笹木　繁男（美術ドキュメンタリスト）
笹山　久三（作家 ･元郵政労働者）
白井　佳夫（映画評論家）
絓　　秀実（文芸評論家）
菅井　益郎（国学院大学教授 ･市民エネルギー研究所）
関谷　興仁（陶板作家、〈益子〉朝露館館長）
徐　京　植（作家）
高橋　哲哉（東京大学教授 ･哲学）
田代　ゆき（新聞労働者）
立野　正裕（元明治大学教員 ･英文学）
谷口源太郎（スポーツジャーナリスト）
槌田　　敦（物理学者･核開発に反対する会代表）
土屋トカチ（ビデオ制作者）
中西新太郎（横浜市立大学名誉教

授・関東学院大学教授）
中野　敏男（東京外国語大学名誉教授）
な　す　び（被ばく労働を考えるネット

ワーク山谷労働者福祉会館）
西垣　泰子（明星大学名誉教授 ･デザイン）
朴　英　二（『蒼のシンフォニー』監督）
長谷川　宏（哲学者・ヘーゲル研究）
羽仁　　進（映画監督）
羽根　次郎（明治大学教員／中国近現代史・現代中国論）
樋口　健二（報道写真家）
日暮　　聖（元法政大学教授・国文学）
平松　利昭（画家）
古川　美佳（韓国美術・文化研究）
古田　　武（文化活動家）
丸川　哲史（明治大学教員）
三宅　晶子（千葉大教員 ･ドイツ文化論）
矢ヶ崎克馬（琉球大学名誉教授）
八木　啓代（歌手・作家・プロデューサー）
安川寿之輔（名古屋大学名誉教授）
安田　浩一（ノンフィクションライター）

柳田　　真（たんぽぽ舎）
矢野　静明（画家）
山口　直孝（二松学舎大学教員）
山口　正紀（ジャーナリスト）
山崎　久隆（たんぽぽ舎）
吉留　　要（画家）
乱　鬼　龍（文化活動家）
李　英　哲（朝鮮大学校教員）

〈政治 ･経済 ･労働〉
青木　秀樹（弁護士）
浅井　春夫（立教大学名誉教授）
浅井　基文（国際問題研究者）
朝生　　進（全農林労働組合分会役員）
新垣　　毅（『琉球新報』記者）
新崎　盛吾（元新聞労連委員長）
李　泳　采（恵泉女学園大学教員）
飯島　滋明（名古屋学院大学教授・戦争をさせない

1000 人委員会事務局次長　　　　　　）
飯塚　　勇（全厚生労働組合前執行委員長）
井口　秀作（愛媛大学教授）
池田　　実（福島原発元作業員）
池宮城紀夫（弁護士）
石橋　　学（『神奈川新聞』記者）
板垣　雄三（東京大学名誉教授）
伊藤　彰信（元全港湾委員長）
伊藤　拓也（学校事務職員労働組合神奈川）
岩田　昌征（千葉大学名誉教授）
上杉　　聰（日本の戦争責任資料センター事務局長）
上杉　　忍（横浜市立大学名誉教授）
植村　　隆（韓国カトリック大学客員教授

元『朝日新聞』記者　　　 ）
内田　妙子（ＪＡＬ不当解雇撤回裁判原告団長）
内田　　浩（元出版労連書記次長）
内田　雅敏（弁護士／　　　　　　　　　　　　　

戦争をさせない 1000 人委員会事務局長）
江刺　昭子（ノンフィクションライター女性史研究家）
遠藤　一郎（元全国一般全国協議会副執行委員長）
遠藤　常夫（清掃労働組合中央支部委員長

中部全労協事務局長　　　 ）
大畑　龍次（韓国サンケン労働組合を支援する会）
岡田　　充（共同通信客員論説委員）
沖江　和博（国際政治研究）
海渡　雄一（弁護士）
柿山　　朗（元海員組合全国委員 /元外航船船長）
笠原十九司（都留文科大学名誉教授）
片山　夏子（『東京新聞』記者）
加藤　晋介（弁護士）
金澤　　壽（前全国労働組合連絡協議会議長）
金田　茉莉（元戦争孤児の会代表）
鎌倉　孝夫（埼玉大学名誉教授･経済）
鴨　　桃代（全国コミュニティユニオン連合会・元会長）
唐沢　武臣（元国労本部書記長）
河添　　誠
康 宗 憲

（元首都圏青年ユニオン）
（韓国問題研究所代表）

康 成 銀
北　　健一

（朝鮮大学校・朝鮮問題研究センター研究顧問）
（ジャーナリスト）

木田　節子（東日本大震災で被災、福島からの原発避難者）
北川　広和（『日韓分析』編集人）
金　志　永（『朝鮮新報』編集局長）
金　静　寅（在日本朝鮮人人権協会）
金　淑　美（『朝鮮新報』記者）
金　治　明（沖縄戦と朝鮮人強制連行を記録する会）
金　東　鶴（在日本朝鮮人人権協会）
木村　辰彦（沖縄・一坪反戦地主会関東ブロック）
吉良　紀子（全国一般・全労働者組合

FAユナイテッド分会　 ）
金野　正晴（自営業）
國枝　孝幸（全厚生闘争団事務局次長）
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久保　孝雄（神奈川県日中友好協会名誉顧問　　　
アジアサイエンスパーク協会名誉会長）

倉沢　愛子（慶應義塾大学名誉教授）
倉林　　誠（国労高崎地本委員長）
栗原　君子（元参議院議員）
黒田　節子（原発いらない福島の女たち）
纐纈　　厚（明治大学特任教授）
國分　富夫（「福島原発被害者相双の会」会長）
古志　　峻（朝鮮問題研究）
古関　彰一（獨協大学名誉教授）
五島真理為（医療カウンセラー）
小林　春彦（元国労千葉地本委員長）
小谷野　毅（全日本建設運輸連帯労組書記長）
近藤　和樹（日本社会主義青年同盟委員長）
在間　秀和（弁護士）
佐久間　誠（元鉄建公団訴訟原告団

中央協議会事務局長　）
佐々木史朗（全統一労働組合書記長）
佐々木辰夫（アジア近現代史研究）
佐野　通夫（東京純心大学客員教授）
清水　早子（宮古島ピースアクション実行委員会・    

ミサイル基地いらない宮古島住民連絡会）
下見　徳章（『伝送便』編集委員）
東海林　智（『毎日新聞』記者）
愼　蒼　宇（法政大学教員）
杉原　泰雄（一橋大学名誉教授･憲法）
鈴木　圭子（ＪＡＬ被解雇者労働組合副委員長）
須田　光照（全国一般全国協議会東京東部労組書記長）
瀬戸　　宏（大阪摂南大学名誉教授）
高井　潔司（元桜美林大学教授）
高里　鈴代（基地と軍隊を許さない女たちの会）
髙嶋　伸欣（琉球大学名誉教授 ･社会科教育）
高橋　俊次（壊憲NO!  96 条改悪反対連絡会議事務局）
高橋　美香（フォト・ジャーナリスト）
高良　鉄美（参議院議員・琉球大学法科大学院名誉教授）
滝野　　忠（『社会通信』発行人）
滝本　　匠（『琉球新報』記者）
武井　美子（女性問題研究･編集者）
竹見智恵子
田中　　宏

（ジャーナリスト）
（一橋大学名誉教授）

田端　博邦（元東京大学社会科学研究所教授）
蔡　萬　洙（韓国・労働社会科学研究所所長）
崔　権　一（元大阪朝鮮高級学校教員）
鄭　栄　桓（明治学院大学教員）
津田　憲一（元神奈川県中学校教員）
土田　宏樹（『伝送便』編集委員）
問山　栄恵（『琉球新報』記者）
徳住　堅治（弁護士）
富山　栄子（国際交流平和フォーラム代表）
鳥井　一平（移住者と連帯する全国ネットワーク代表理事）
永尾　俊彦（ジャーナリスト）
仲井間郁江（『琉球新報』記者）
中島　　浩（元全統一労働組合）
中原　純子（全労協女性委員会代表幹事）
中原　道子（早稲田大学名誉教授）
中村　美彦（元千葉高教組書記長）

棗　　一郎
西浦　昭英

（弁護士）
（『教えられなかった戦争』シリーズ上映実行委員会・現辺野古抗議船　　　　 ）

西崎　雅夫（「関東大震災朝鮮人虐殺の　国家責任を問う会」運営委員）
西野瑠美子（ルポルタージュ作家）
二瓶　久勝（元国鉄闘争共闘会議議長）
萩尾　健太（弁護士）
朴　京　子（公益財団法人在日朝鮮学生支援会代表理事）
朴　南　仁（在日韓国民主統一連合）
長谷川三郎（元部落解放同盟東京都連執行委員長）
疋田　哲也（疋田教諭分限免職処分取消訴訟原告）
日比野敏陽（『京都新聞』記者）
平賀健一郎（元中小労組政策ネットワーク事務局長）
藤本　愛子（国公労連）
藤原　　晃（神奈川県高教組組合員）
白　宗　元（歴史学博士）
白　喆　鉉（韓国・全国労働者政治協会）
外間三枝子（沖縄・一坪反戦地主会関東ブロック）
星野　良明（元国鉄闘争共闘会議副議長）
堀川　久司（前千葉高教組委員長）
本田　由紀（東京大学大学院教授）
前田　　朗（朝鮮大学校講師）
松沢　　弘（反リストラ産経労組委員長）
松村比奈子（首都圏大学非常勤講師組合委員長）
松元　　剛（『琉球新報』記者）
三上　広昭（労働者文学会幹事）
水島　朝穂（早稲田大学教授）
宮川　敏一（元京成電鉄労組書記長）
宮里　邦雄（弁護士）
村田　忠禧（横浜国立大学名誉教授）
村中　哲也（元日本乗員組合連絡会議）
文　泰　勝（朝鮮大学校政経学部教員）
元山仁士郎（沖縄・北部訓練場のヘリパッド

建設強行に反対する若者有志の会）
安田　和也（第五福竜丸展示館主任学芸員）
安田　幸弘（JCA-NET）
山下　勇男（社会主義理論研究）
山田　　勇（元全逓東京中郵支部第

一特殊郵便分会書記長）
山本　英夫（フォトグラファー）
柚木　康子（不当解雇とたたかう日本航

空労働者を「支える」会 ）
湯本　雅典（ジャーナリスト）
横田　耕一（九州大学名誉教授・　

流通経済大学特例教授）
吉沢　弘志（反基地活動家）
吉田　康彦（国際問題評論家）
吉田　　裕（一橋大学名誉教授）
米倉　外昭（『琉球新報』記者）
李　俊　植
李　春　煕

（朝鮮大学校教育学部教授）
（弁護士）

李　東　埼（ジャーナリスト）
李 柄 輝（朝鮮大学校・朝鮮問題研究センター教授）
渡辺　厚子（大泉ブラウス裁判原告）
渡辺　　治（一橋大学名誉教授 ･政治学）

●最寄りの交通機関　・都営大江戸線「本郷三丁目」駅⑤番出口　徒歩４分。
　　　　　　　　　　　・東京メトロ丸の内線「本郷三丁目」駅②番出口　徒歩５分。

HOWSで学ぼう HOWSで学ぼう
抵抗と変革を志すひとびとへ

 2022年３月５日に開催した国際婦人デー東京集会 ●2022年度前期開講講座

５月７日㈯　ウクライナ情勢と朝鮮
講師＝高演義（朝鮮大学校客員教授）

●５月14日㈯　沖縄復帰50年の現実（仮題）
講師＝明真南斗（『琉球新報』記者）

●５月28日㈯　韓国サンケン労組の闘いと尾澤さんの
　　　　　　  裁判闘争勝利をめざして
――ＫＢＳ放映『日本へ走れ　連帯の道を！』をみて考える
講師＝尾澤孝司（韓国サンケン労組を支援する会事務局次長）

●６月４日㈯　運動論としての「転向」
――『「文学者に就て」について』と『冬を越す蕾』
報告＝HOWS受講生

●６月８日㈬　「フリーランス保護法」の動きをどう見るか
講師＝杉村和美（出版ネッツ執行委員・編集者）

●６月11日㈯　改憲勢力優勢の状況下、
　　　　　　  どう反戦平和の闘いに取り組むか
講師＝飯島滋明（名古屋学院大学教授）　
●６月14日㈫　西側帝国主義による国際法秩序の解体 
――ウクライナ情勢を前に想起する　ユーゴスラヴィア 
講師＝富山栄子（国際交流平和フォーラム）

2022年度前期講座　５月７日㈯～９月24日㈯
平　　日　　PM6：45～９：00
土　　曜　　PM1：00～３：30

本

（略称：ハウズ）
2022年度前期 変革のための共学の広場

●2022年度前期（５月～９月・７シリーズ25講座）
◆朝鮮と向きあう思想と実践
◆声をあげよう！　ともに闘おう！
◆西側帝国主義による国際法秩序の解体
◆日中国交回復50年の今年、日中関係の未来を探る
◆日本の短編小説を読む
◆運動論としての「転向」
◆この人にきく

コロナ感染症拡大のため、今期の講座も、
とりあえず20人定員・時間短縮・事前予
約制、マスク着用で行ないます。また急きょ
中止・延期する場合もあり得ますので、参
加希望の方は必ず電話番号をお教えくださ
い。
高齢者・普通より熱が高いなど体調に変化
がある方は参加を遠慮してください。

◉ 重要なお知らせ ◉

●ウクライナ戦争を終結するために何をなすべきか？
　2022年2月24日にロシア軍がウクライナに侵攻しました。
この戦争は第三次世界大戦へと発展する危険性もあります。戦
争の終結は外交努力でよってのみ可能です。ロシアを一方的に
〝絶対悪〟に仕立てあげ、人々を核兵器増強を含む際限のない
軍拡競争による人類共滅の軍事衝突へと駆り立てることによっ
てでは、この危機を回避できないことを確認したいと思います。
　わたしたちは、いま一度冷静になって、ウクライナ戦争の歴
史的背景を知る必要があります。ユーゴスラヴィアから、アフ
ガニスタン、イラク、リビア、シリアへの侵略と続く、アメリ
カとＮＡＴＯによる、国連憲章や国際法を無視した戦争政策を
見落としてはいけないでしょう。さらに、2014年の憲法違反
のクーデター以来、ウクライナはすでに半戦争状態にあったと
の指摘もあります。ＣＩＡやその下請け機関であるＮＥＤ（全
米民主主義基金）によって他国の合法政府を転覆させる「施策」
にも原因が求められます。また、アメリカの新植民地主義的介
入を後ろ盾とした、ＮＡＴＯの東方拡大（東欧における加盟国
拡大）に問題の根源があるとの指摘もあります。
　翻って日本では、メディアが「ロシア＝中国、ウクライナ＝
台湾・香港」という一面的な「類推」に基づいて、いたずらに
日本周辺の戦争危機を煽る報道を繰り返しています。安倍晋三
や橋下徹は、壊憲を飛び越えて持論の核武装（核の共有化）論
を振りまいています。他方、岸田政権は、ロシアへの厳しい経
済制裁とウクライナへの膨大な額の経済援助を進めています。
「人道支援」と称して自衛官の東欧への派遣や、武器輸出三原
則を無視した防弾チョッキやドローンなどの防衛装備品の供与
も検討しています。
　そのような状況下で、わたしたち労働者人民が取り組まなけ

ればならないことは自国政府による戦争政策をやめさせるこ
とです。いまほど、憲法第９条に立脚した日本の反戦平和運
動の真価が問われるときはないです。

●わたしたちの未来を創るための行動指針を獲得しよう！
　今期ＨＯＷＳでは、ウクライナ情勢に象徴される西側帝国
主義諸国による国際法無視の振る舞いを検証する講座や、反
中国・反朝鮮キャンペーンに抗して日中国交回復50年と日
朝平壌宣言20年の節目の年を迎えての日中・日朝関係の未
来を探る講座、また、沖縄返還から50年のなかで日本人民
に問われている課題、そして日本の改憲勢力の圧倒的優勢の
状況下での闘いのあり方を探る講座などを開催します。戦争
の危機において、わたしたちの未来をつくるための行動指針
を学びとりながら、労働現場や政治参加、そして文化・芸術
活動の場面での実践に活かしていきたいと考えます。

●ＨＯＷＳとは？
　2000年に開講したＨＯＷＳは、さまざまなテーマをつう
じて、わたしたちがいかに変革の担い手になりえるのかを追
求してきました。講座に参加する全員で、この社会を根底か
ら変革する思想と文化の創造、その方法をも探求する場の創
造をめざしています。「講師＝教える人」、「受講生＝教えら
える人」ではなく、ともに討論してゆく場です。1回の講座
で問題がすべて解決でき、解答がえられるわけではありませ
ん。また毎回の講座を通じて、新たな疑問や課題が見つかる
こともあります。問題を多角的、継続的に考えることができ
るのも、ＨＯＷＳ講座の魅力です。あなたもＨＯＷＳ講座に
参加して、この社会を複合的に観る目を培いましょう！

本郷文化フォーラム
ワーカーズスクール


